



































デルは ECMWF OpenIFS Cy40r1v2 TL1023L60
（水平解像度 20 km, 鉛直 60層）である。初期時刻
依存性を調べるため，初期時刻を変えた実験を行
うこととした。初期値は 6 月 28 日 12 UTC から
12 時間おきに 7 月 3 日 12 UTC までの ECMWF







図 1に 7月 6日の日積算降水量を示す。合成レー
ダーに基づく雨量分布（図 1a）を見ると，200 mm
超の降水帯が西日本を中心した領域に伸びている。
初期時刻 6月 28日 12 UTCからの予報（図 1b）で
は，降水帯は日本海の上にあり，西日本ではほとん
ど降水は見られない。初期時刻 6月 29日 12 UTC
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図 1 2018 年 7 月 5～7 日の 3 日間積算雨量（mm）a) 気象庁合成レーダー，2018 年 b) 6 月 28 日，
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号は 6 月 29 日 00UTC に 130.3E，19.8N で発生
した（図 2a 太実線）。東シナ海を北上，九州の西
で北東に進路を変え，7 月 3 日 12 UTC に対馬海
峡（129.6E, 34.4N）を通過し，日本海を北東進し
た後，7月 4日 06 UTCに松前半島付近（134.8E,
39.6N）で消滅した。従って，西日本豪雨発生時に
は既に消滅しているが，直前に接近していた。
初期時刻 6月 28日 12 UTCの台風は北西進し華
南に上陸し消滅，初期時刻 6月 29日 00 UTCの台

















背が低い。7月 2日 12 UTCにおける 6×10−4s−1
以上の領域は，初期時刻 6月 29日 12 UTCの台風
では 700 hPa より下に止まっているのに対し，初
期時刻 6月 30日 12 UTC以降の台風では解析値同
様に 250 hPa付近に達している。
3.3 暖湿流の流入
7 月 4 日 12 UTC における 925 hPa の相当温
位により暖湿流の流入について比較する（図 3）。








a) b) c) d)
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図 3 図 1と同様。ただし 2018年 7月 4日 2 UTCの 925 hPa相当温位 Kで a) JRA-55
本海にある台風の東側に流入している。





初期時刻 6月 30日及び 7月 1, 2日 12 UTCか
らの予報（図 3d, e, f）では，日本海の沿海州沿い
に 340 K 以下，日本列島沿いに 360 K 以上の相
当温位の空気が台風に巻き込まれるように侵入し
ている。相当温位の分布の特徴や大きさは解析値





















700 hPa は 気 圧 ，a は 地 球 半 径 ，ug =
−g/f0(−∂z/a∂ϕ, ∂z/a cosϕ∂λ) は f0 = 35N で
求めた地衡風，λ は経度，ϕ は緯度, ∇ =
(∂/a cosϕ∂λ, ∂/a∂ϕ)，T は気温である。
簡単のため，気温が北向きに下がる場（∂T/∂x =
0, ∂T/∂y < 0）に置かれた低気圧を考えると，Qベ
クトルは南北風のシアのみで決まる。北風（vg < 0）
最大の西では ∂vg/∂x < 0，東では ∂vg/∂x < 0
なので，それぞれ Qx < 0, Qx > 0，北風最大の
南では ∂vg/∂y < 0，北では ∂vg/∂y > 0 なので
Qy < 0, Qy > 0となる。すなわち低気圧に伴う北






台風が日本海を通過して消滅直後の 7 月 5 日の
Q ベクトルを図 4 に示す。微細な構造を取り除く
ため，予報実験は解析に用いた JRA-55 の解像度
1.125◦ に対応する全波数 ntrunc159 で切断し，解
析，予報とも exp[−{n(n+ 1)/N(N + 1)}k]型（n
は全波数, N = 63, k = 2）のフィルタを適用した。
39

















初期時刻 6月 30日, 7月 1日及び 2日 12 UTC











刻 6 月 30 日 12 UTC から顕著に再現性が向上し
た。初期時刻 6 月 30 日 12 UTC より前の予報で
は，台風が十分に発達せず日本海を北東進しなかっ
たため，高相当温位の領域が北西にずれた。初期時







本研究は JSPS 科研費 JP26282111 の助成を受
けた。ECMWF解析値は Glenn Carver氏提供。
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